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概要　妊娠，分娩 に 伴 う下垂体，甲状腺機 能 の 変化 を調 べ る た め に，213例 の 正常妊婦 に お い て 高感度測

定法 （Immunoradiometric　 Assay）を用 い て 血中 TSH 濃度を測定 した．さらに 測定感度以下 の 血清

TSH 値を 示 し た妊婦に お い て ，
　 TRH 負荷試験を 行い ， 以下 の結果を得た 。

　1．正常妊婦の 血清 TSH の 平均値 は 妊娠，産褥期を通し て，非妊婦入よ り も低値で あつ た、

　2．lst　trimester の 血清 TSH 値は 0．81μ U ／ml で ，他 の 時期よ り も低値で あつ た （p〈 0．OOI）。
　3．血 清 FT 喋 は 1st　trimester で や や 上 昇し，妊娠経過 と共 に 低 下 し た．

　4．血 清 FT4 と HCG の 間 に 1st，2nd　trimesterに お い て 正 の 相関 を 認 め た．

　5．測 定感度 （O．1pt　U ／mD 以下 の 跏 青TSH 値 を示 した 症例 が 1st　trimester で 77例中 17例 （22．1％），

　　 3rd　trimester で 128例中 21歹q （1．6％）存 在 した ．

　6．こ れ ら の 症例 は ほ と ん ど2nd　trimester 以降に 血清 TSH 値 は 測定感度以上 に 上昇し た．　TRH 負荷

　　 試験 で 1st　trimester の 4例中 2 例，211d　trimester の 8 例中 L例が無反応を 示 し ， そ の 血 清 TSH

　　 基礎値は O．1PtU／ml 以下 で あつ た di

　以上 よ り，妊娠 と と もに 下垂体か ら の TSH 分泌 は減少 し，特 に 妊娠初期 に は TRH に 対す る反応性 も

低下す る が，妊娠中期に は 回復し て い く。 こ の 原因 と し て は，や や増加 し た FT4 に よ る negative 　feed−

back と考 え られ る が ，妊娠後期 の FT
，
が 低 下 す る 時期 に は TSH は 上 昇 せ ず，下 垂 体 の 感受性 が変化 し

て い る可能性 を 示唆す る もの と考 え ら れ た 、

Synopsis　 With　a　new 　highly　sensitive 　immunoradiometric 　assay （IRMA ），　serum 　thyrotropin（TSH ）　concen ・

trations　were 　determ圭ned 　in　213　healthy　pregnant　women ．　 Serum　free　thyroxine （FT4）and 　human 　chor −

ionic　gonadotropin （HCG ）1evels　were 　also 　measured 　in　the　same 　individuals．

　The 　mean 　serum 　TSH 　value 　in　the　lst　trimester　was 　O．81μ U ／ml 　and 　significantly 　lower　than　those　of 　the
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other 　three　periods 　and 　non −pregnant 　women ．　 Seventeen　of 　77 （22．1％）and 　20f 　128 （1．6％＞subjects 　in　the

lst　and 　3rd　trimester，　respectively ，　had　an 　undetectable 　serum 　TSH 　value （〈 0．1μU ／m1 ）with 　normal 　or

slightly 　 elevated 　 serum 　 FT41evels 　 and 　these　 pregnant　 women 　had 　 no 　 clinica 三 signs 　 or 　 symptoms 　 of

thyrotoxicosis．

　Significant　positive　correlations 　were 　found　between　serum 　FT4 　and 　HCG 　in　the　lst　and 　3rd　trimester．

　In　l3　 subjects 　whose 　serum 　basal　TSH 　values 　had　bee監11ess 　than　OユμU ／ml ，　the　thyrotropin−releasing
hormone （TRH ）stimulation 　test　 was 　performed ．　 Two 　 of 　4　 subjects 　in　the 　lst　trlmester 　 and 　 one 　 of 　8

subjects 　in　the　2nd　trimester　did　not 　respond 　to　TRH 　and 　their　serum 　TSH 　values 　before　TRH 　administra ・

tion　were 　less　than　O．1μ U／ml 、

　Although　the　exact 　mechanisln 　of 　blullted　TSH 　response 　to　TRH 　is　not 　clear ，　the　feedback　suppresslon
of 　serum 　TSH 　by　slightly 　elevated 　serum 　FT4 　concentrations 　nlay 　occur 　early 　in　pregnancy ．　 However ，　in
the 　3rd　trimester 　semm 　FT4 　 values 　fell　below 　the 　reference 　range 　 wlthout 　 an 　elevation 　of 　serum 　TSH ．
Other　factQrs　regulatirlg 　the　sectretion 　of　TSH 　during　pregnancy 　can 　be　postulated．
Key 　words ： TSH 　IRMA ・Free　thyroxine 。HCG 。TRH 　tesい Pregnancy

　　　　　　　　　 緒　　言

　妊娠に よ る内分泌環境の 変化は下垂体 ・甲状腺

機能に も影響 を及 ぼ し ， 血 中 TBG （Thyroxine

Binding　 Globulin），
血 中甲状腺 ホ ル モ ソ

，
　 TSH

（Thyroid 　Stimulating　Hormone ）濃度 の 変化が

見 られる 。特 に 妊娠初期に は 甲状腺機能 は活性化

す る とされ て い る，血 中甲状腺 ホ ル モ ン 濃度 と 下

垂体か らの TSH 分泌 との 間 に et　negative 　 feed−

back 機構 が存在 し，血 中 TSH 濃度 は末稱組織で

の 甲状腺 ホ ル モ ソ に よ る代謝状態 を反映す る．妊

娠 に 伴 う血 中 TSH 濃度 の 変化に つ い て は 相 反す

る報告が あ り，こ の 主な原因 の
一

つ は従来 の RIA

（Radioimmunoassay）の 測 定感度に あ る と考 え

ら れ る，最 近 ，
IRMA （lmmunoradiometric

Assay ）法 に よ る 高感度 TSH 測定法
221

が 開発 さ

れ，低濃度域で の 微細な変化を 明 らか に す る こ と

が 可能 とな つ た。本法 を用 い て 妊婦 の 血 中 TSH

濃度を測定し た 研究
1｝｝‘）6）12 ｝で は

， 妊娠初期に 測定

感度以下 の TSH 濃度を示す例が少な か らず存在

す る こ とが報告 され て い る
1）6）

。そ こ で 我 々 は正 常

健康妊婦 を対 象 と し て
，

血清 TSH
，
　 FT4 （Free

Thyroxin ），　 HCG （Human 　Chorionic　Gonado・

tropin）濃度を測 定 し，こ れ らの 妊娠経過 に伴 う変

化 と ， ホ ル モ γ 相互 の 関係 を 検討 した．また ，

IRMA 法 で 測定 感度 以下 の ．［虹清 TSH 値 を 示 し

た 症例 の 血 清 TSH 基礎値 の 妊娠経 過 に よ る変化

と ， 外因 性 TRH （Thyrotropin 　 Releasing　 Hor−

mone ）に 対す る反応性 も検討 し た．

　　　　　　　　　 研 究方法

　 1。対象

　 昭和 60年 6 月か ら12月の 間 に 東邦大学医学部付

属大森病院産婦 人科を 受診 した 妊婦 213例 を対象

とした。 こ れ らの 症例 は下垂体 ， 甲状腺疾患を始

め とし た 内分泌疾患の 既往， 合併は な く， ま た 順

調 な妊娠，分娩経過 を辿 つ た ．年齢 は 22〜40歳 ，

平均29．4歳で ， 初産婦 95例 ， 経産婦 118例で ある。

　 2。方法

　 1）妊娠期間を 3期に 分 け， lst　trimester は妊

娠15週 ま で ，2nd　trimester は 16〜27週，3rd

trimesterは 28〜41週 と し， 産褥期 は 分娩 後 4
〜 5週 目の 間 と し た ．各期間 の 内で 1 回 の み ， 静

脈血 を採取 し，直 ち に 血清を分離後，
− 20℃ で 凍結

し ， ホ ル モ ン 測 定 ま で 保存 し た．TSH は Su−

crosep 　TSH 　IRMA （Boots −Celltech），
　 Free　T

，

は Amerlex 　 FT4　 Kit （Amersham ），　 HCG は

HCG 　 RIA 　 Kit （CIS）を用 い て 測 定 した．　 TSH

IRMA 法 の 再 現性 に つ い て は
，
　intraassayの C，V ．

（変動係数）は 3．8〜8．8％，interassayの それ は 5．4

〜 8．8％で あつ た．TSH 測定系に お ける HCG の

干渉に つ い て 調べ るた め に 標準 TSH 液に HCG

濃度が 各 々 1
，

IO
，

1001U／m1 と な る よ うに 添加

し，無添 加 の場合 と比較 した．1001U／ml の HCG

濃度 に お い て も ， TSH 低濃度域 で の 「
二

渉は 認 め

られ な か つ た ．

　TSH ，　 FT 、 の 正 常値は ，我 々 の検査室で 用 い て

い る 同 じ 測 定 法 に よ る 健 康 非 妊 婦 人 の 血 清

TSH ，　 FT4値の 平均値 （標準偏差），　 TSH ：1．86

（1．06）、μU ／m1 ，
　 FT

，
：1．52 （0．24）ng ／d1 を使用

し た ．

　 2）初 回採血 時に 血 清 TSH 値 が 測定感 度以下
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（0．1μU／m1 ）を示 した症例 は産褥期まで継続 して

血清 TSH
，
　 FT

、を測定した 。また こ れ らの 症例 に

対 し て ，合成 TRH （Protirelin，田 辺 製薬）を500

μg 静脈内投与 し ， 投与前 ， 投与後 15分 ， 30分 ， 60

分に血 清 TSH を測定 し た ．　 TRH 負荷試験 の 判

定基準は TSH の 最大増加量が5μ U ／ml 以上 を正

常反応，0．1〜5μ U ／ml を低反応，0．1μ U／ml 以下

を無反応 とした．

　採血 お よび TRH 投与 にあた つ て は ， 本人に検

査 の 内容 を説明 し
， 同意を得て 行つ た ．

　統 計学 的有 意差検 定 は Studentの ttest を 用

い
， p ＜ 0．05を有意と した ．

　　　　　　　　　 成　　績

　1。正常妊婦，褥婦の ．血清 TSH 値

　血 清 TSH 濃度 は 0．1μ U／ml 以 下 か ら4．4μU ／

m1 の 範囲 で あつ た 。測定感度以 下 の 値を示 した例

の 頻度は 1st　trimesterで は 77例 中17例 （22．1％），

2nd　trimesterで は 25例 中 0例 ， 3rd　trimesterで

は 128例 中 2例 （1．6％），産褥期は 25例中 0例で ，

1st　tnmesterに 尚 か つ た。

　測定感度以下 の 値 をO　．　1psU／ml と し て各時期 の

血 清 TSH 濃度 を比 較 し た ．平均値（標 準偏差）は
，

1st　trimesterで は O．81（0．78）μU ／ml ，2nd　trimes−

terで は 1．30 （O．67）μ U／m1 ，3rd　trimesterで は

1．19 （O．79）μU ／m1 ， 産褥i期は 1．34 （0．69）μ U／

ml で
，
　 lst　trimester の 値が他 の 時期 よ り も低値

で あつ た （p〈 0．001）。また妊娠，産褥i期間を通 し

て ， 非妊婦人 の 値 ， 1．86（1．06）μU ／ml よ りも低

値を 示 し た 。

　血 清 TSH の 平均値の妊娠週数毎の 推移 を見 る

と，1st　trimesterで は 0．8〜0．83μ U／ml で 変 ら

ず ， 2nd　trimesterで は 1．28〜Lll2μU ／m1 と上 昇
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し，3rd　trimester で は 一時，低
一
下傾 向を示す が

，

産褥期 ま で ほ と ん ど変化 し なか つ た （Pt　1）。

　 2．正常妊婦， 褥婦 の 血 清 Free　T4値 の 推移 （図

2 ）

　 血 清 FT 、値は 1st　trimesterで は や や 高 い 傾向

があ り， 徐 々 に低下 し て い くが，23週 ま で は 正 常

非妊婦 と差は な か つ た e しか し24週以降，産褥期

まで有意に低値 とな り，そ の ま ま変わ らなか つ た。

　 3。血 清 TSH
，
　 FT4

，
　HCG 値 の 間 の 相関（図 3）

　 1）血清 TSH と FT ，値 との 間 に は ，どの 時期に

お い て も相関は な か つ た ．

　 2） 血 清 TSH と HCG 値 と の 閲 に は 1st

trimester に お い て 弱い 負の 相関を認 め た 。

　 3）血 清 FT ， と HCG 値 との 間 に は，1st　trimes−

ter，2nd　trimester に お い て，正 の 相関を認めた ．

以上 の 相 関関係 は 血 清 TSH 値 が測定感度以下 の

例 を除 い て も認め られ た 。

　4。血 清 TSH が測定感度以下 の 値を示 し た好

婦 の 経過

　 1）血 清 TSH 基礎値 の 推移 （図 4 ）

　  1st　trimesterの 17例 の うち ， 1例 は追 跡で

きず ，
1例 eXlst　trimesterの うちに 1．4μ U ／ml と

な り， そ の 後 も低下 しなか つ た 。残 り15例 の うち ，

12例は 2nd　trimesterに ， 3 例 は 3rd　trimesterに

血 清 TSH を測定 し， 2nd　trimesterの 1例 （図 中

口 で示す）を除 い て ，すべ て 0．1μ U ／ml 以上 となつ
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た ．こ の 症例 は 3rd　trimester の
・30週 ま で は 0．1

μU ／m1 以下で あ つ た が，34me以降 に は 上昇 し た 。

また ， 2nd　trimesterで 0．1μU ／ml で あつ た 1 例

（図中△ で 示す）は 3rd　trimesterで再 び0．1μU／ml

以下 とな つ た 。

　  3rd　trimester で 測定感度以下 の TSH 値を

示 した 2例 の うち， 1例 で は追跡で きず，他の 1

例で は産褥期に は 0．9μU ／ml とな つ た．

　2）血清 FT4 値 の 推移 （図 5）

　測定感度以 下 の 血清 TSH 値を示 し た 妊婦 の 血

清 FT
，値を正 常妊婦 の 値 と比較した．1st　trimes−

terで は 17例 中13例 が 正 常妊 婦 の mean ＋ 1SD 以

内 ，
3 例が ＋ 2SD 以内で

，
1例が 4 ．8ng／dl（8 週 ）

と高値 で あつ た，しか し，こ の症例 は 1st　trimester

の うち に 1．8ng／dl （12週）とな つ た．

　 3） TRH に 対す る反応性 （図 6 ）

　！st　trimester に TRH 負荷試験 を行 つ た 4 例

中 2例 は無反応， 1例 は低反応， 1例は正 常反応 、

で あ つ た 。無反応の 2 例の うち 1例 （○ で 示 す）
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SERUM 　FREE 丑 　ngtGI

　 　 　 　 SERUM 丁 SH　 nU ／．t 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
sERUM 　FREE 　T・‘・alll工

図 3　 Correlations　between　serum 　HCG 　and 　serum 　TSH （1eft），
serum 　FT4 （right ）

　in　the　 lst　 and 　2nd　 trimesters，
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　pregnant　 women 　who 　had　 undetectable 　 serum

　TSH 　 values ．

は 2nd　trimester （16週）で 存ま TS ｝｛基礎値が測定

感度 以上 とな つ た．他 の 1例 （△ で 示す）は 3rd

trimesterで は低反応 を示 した ．

　 2nd　trimesterで は 8例 中 7 例が正 常反 応 を示

した ．16週で 無反応で あ つ た 1例 （□で 示す） は

24週 で は低反応を示 し ， 3rd　trimester に は TSH

基礎値 は 測定感度 以上 とな つ た 。

　 3rd　trilnesterに TRH 試験 を行 つ た 2 例 中 1

例は 正常反応， 1 例（1st　trimeste：r で 無反応 の 例）

は 低反応 で あつ た 。

　産褥期 の 1 例 は 3rd　trimesterで TSH 値 が測

定感度以下 で あ つ た が
， す で に 基礎値 は 0．9μ U／

m1 とな り， 正常反応を示 した．

　血 清 TSH が測定感度以下を示 し た こ れ ら17例

の 妊産婦に は 甲状腺機能亢進症の 症状は認め られ

ず ， ま た 14例は 著者 らの 属す る病院で分娩 し，新

生 児に 異常 は な か つ た 。妊娠中に TRH 負荷試験

を施行 し た 13例 の うち 8例 の 新生児に 甲状腺機能

検査 を早期新生児期に行 い
， 全例，正常範囲 内で

あつ た．

5．

4，

　

　

　

3

ミ
田［
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国
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配
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2
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匡
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図 5 　Changes 　of　serum 　FT4　levels　in　the　pregnant　women 　who 　had　undetectable

　serum 　TSH 　values ，

N 工工
一Ele ビtronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1604 妊産婦 の 血 清TSH 値 とTRH に 対す る反応 日産婦誌39巻 9 号

l　 TRIMEST 冨R　 　 H 　 TRIMESTER 　 　 川　 TRIM 巨 STER 　　 　 PUERPEF 〜iUM

一
ミ
⊃

軋

　

1

　
　

工

の

ト

Σ
⊃

匡

口
の

0、

＜ 0，

30

20

10

0．1

く 0、丁

　 　 　 0　　15　30　　　　60　0　　ヨ5　30　　　　60　　0　　15　30　　　　60　　0 　　】5　30　　　　fiO

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 MSNUTES 　AFTER 　TRH

図 6　 TSH 　resp   nse 　to　TRH 　in　the　pregnant　women 　who 　had　undetectable 　serum

　TSH 　values ，　The 　shaded 　area 　represents 　an 　undetectable 　level．

　　　　　　　　　考 　 　察

　妊娠，産褥期の血清 TSH 濃度は ，非妊婦人の 値

と比較 し て
， 差 が な い か

， やや 上昇し ， また ，妊

娠経過に 伴 う変化 は認 め られ な い とす る報告が 多

い
27｝．高感度 RIA 法を用 い た longitudinal　study

の うち，Yamamoto 　et　aL27 ）の 報告で は妊娠中の

血 清 TSH 値は 産褥期 （分娩後23週 ま で ）の 値よ り

も低 く， ま た 妊娠 8 〜15週 の 値は 妊娠 16〜23週 の

値 よ りも有意に低値で あ り　，　Braunstein　et　al．i4 ｝
の

報告 と同 じ で あ つ た。Harada　 et　 a1．17）も妊娠 9
〜12週は 他の 時期 お よ び非妊婦人 の 値 よ り低 い と

し て い る 。し か し，Weeke 　et　al ．26）の 報告で は
，

．血清 TSH の 平均 値 は 1st　trimesterで は産褥期

（分娩後 8 〜13週 ）と同 じ で ， 徐 々 に 上 昇 し ， 2nd，

3rd　trimesterで は有 意に高 くな つ た 。高感度測定

法（IRMA 法）に よ る 今回 の 結果で は ，　 lst　trimes−

ter の Jfi、L清 TSH 値は 他の 時期お よび非 妊婦入 の

値 よ りも低 く， 我 々 と同 じ測定キ ッ ト を用 い た網

野 ら
1〕，Gow 　et　 aLis ）の 報 告 と も

一
致す る．他 の

キ ヅ ト （RIA −gnost　TSH 　ultrasensitive ，　Hoech・

st）に よ る報告で は，吉田 ら
12 ）に よ る と妊娠第 1 期

の 血 清 TSH 値 は 非妊健康婦人の 値 よ りも低 い傾

向に あ つ た 。原 ら
3）

は 妊娠経過 を 3 期に 分 けて 血

清 TSH 値 を比較 し た が，明 らか な変化は な く，ま

た 井上 ら
4｝は 妊娠 月別 平均値 に 有意差 は な く，正

常範 囲内 で ある が，妊娠 3 〜 4 ヵ 月 の 時期 に 測定

感度以下 の 値 を示 す例 を認め た 。使用 す る測 定

キ ッ トの 差や
， 対象症例 の 選択や 妊娠時期 の 比較

の 違 い ，ま た longitudinal　 study か ，　 cross ・
’

sectional 　study か に よ る違 い な ど に よつ て ，
こ の

よ うな結果 の 相違が 認め られ る もの と思わ れ る．

しか し，妊娠初期に 血清 TSH 値が低下 し，高感度

法で も測定感度以下 とな る例が存在す る こ と は 明

ら か で あ る。 こ の 原因を測 定系 に お い て 同時期に

著 し く上 昇す る HCG と TSH と の 交差性 と す る

報告者
15）

もあ るが，我 々 や他の 報告2；i）s）の 行 つ た

HCG 添加実験で は
， 高濃度 の HCG 存在卞で も，

TSH 値は 軽度低下す る が
， 測定感度以下 と は な

らなか つ た ．

　 こ の よ うな症例 の 経過 を 見 る と，血 清 TSH 基

礎値 は 2nd　trimester に 1よほ とん どの 例 で 測 定感

度以上 と な つ た ．さ らに TRH に 対す る反応性 は
，

lst　trimester　a：低下 し，また TSH 基礎値が 測定

感度以 下 の 例 は 無反応 か ， 低反応 で あ つ た ．妊娠

中 の 外因性 TRH に 対す る 下垂体 の 反応 性 に つ い

て は
， 妊娠経過中 ， 変化 せ ず

9）］9）2°），また非妊婦人

と 同じ か
9）2°）

， ある い は やや 低 い
2s）
反応を示 す とさ

れ て い る．し か し，Guillaume　et　 al］6）は lst

trimester （妊娠 5 〜10週）で 血清 FT 、値 が対照例

の Mean 十 2SD 以上 に 上昇 して い る例 で は ，　TRH

に 対す る反応 性が 低下 し て い る こ とを 認め た 。

我 々 の 症例 で は
， 測定感度以 下 の 血 清 TSH 値 を
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示 した 時 の FT ，値 の 多 くは 正 常妊婦 の Mean ±

1SD 以内 で あるが
， 明 らか に 上 昇 し，TRH に 無反

応 の 例 もあつ た ．血 清 FT4 値 と TSH 値 との 間に

一
定の 関係は 見 出せ なか つ た が

，
血 中 甲状腺 ホ ル

モ ン は 正常範 囲内 の わ ずか な増加に よ つ て も下垂

体 か らの TSH 分泌を抑制す る こ とは知 られ て お

り
24＞

， 妊娠 初期 に 上 昇 し た FT4 に よ る negative

feedback 機搆 に よ つ て ，下垂体か らの TSH 分泌

が 抑制 されて い る状態と考 え られた 。ま た
，
IRMA

法 に よ る血 清 TSH 基礎値は 妊婦 に お い て も，

TRH に 対す る下垂体 の 反応 性 を 良 く予測 し得 る

と思わ れ た。

　 血 清 FT4 濃度 の 変化は，妊娠初期 は 正常か ら高

値で ， 妊娠末期 に 向 っ て低下 し，測定 キ ッ ト に よ

りその 低下の 割合は 異 な るが 15〕
， 正 常下限か らや

や 低値 とな る とされ
5＞1°）15）

， 我 々 の 結果 も従来 の

報告 と
一致 した ．しか し TSH は 妊娠後期 の FT4

が低下 し て い る時期 に は 上 昇 しな か つ た ．妊娠時

の 甲状腺刺激物質 と し て は
， 下垂体性 TSH の 他

1＝　HCG2i ）
，　 hCT （human 　chorionic 　thyro −

tropin）9 ）18 ）珊 25 ）が女ロられ て い る．・妊娠初期の 血 清

FT4値 の 上昇の 原因 と して ， 同時期に 血 中濃度 が

ピ ー
ク に 達す る HCG を 挙 げ る報 告者

14 ）16 ）17〕27）も

あ る が， ヒ ト甲状腺組 織を 用 い た 測定系 で 精製

HCG に TSH 活性 を認め な か つ た こ と
11）な どか

ら否 定 的な 見解
10）もあ る 。今回 の 結果 で は 血 清

HCG 値 は 1st，2nd　trimesterで FT
，値 と間に 正 の

相関を，また！st　trimesterで TSH 値 と負 の 相関

を示 した ．前者に つ い て は Guillaurne　et 　al ．i6）
の 報

告に もあ り，HCG に よ る FT
，
の L 昇を表 す もの

と され るが
，
HCG と TSH との 関連 に つ い て は 報

告 は な く，そ の 意義は 不 明で ある。

　妊娠初期 に
一・

過性 に 外因性 TRH に 反応 を 欠 く

症例が ある こ と は
， 妊娠に伴つ て 下垂体 の TRH

，

甲状腺 ホ ル モ ン に 対す る感受性が変化する こ とが

推測 され る．妊娠中期 に は TRH の 分泌が増加す

る こ と
13 ）

， 胎盤に TRH 活性が 存在す る こ と
23）　t：

ども報告 されて お り， 胎盤 ， 視床下部，下垂体，

甲状腺 の 相互 の 関連に つ い て，今後 の 検討が必要

で あ る．

　本論文の 要 旨は 第59回 日 本内分泌学会学術総会 （昭 和 61

年 5月，仙台）お よ び 4th　 Asia　 Oceania　 Congress　 of

Periatology（昭和61年 4 月，東京） に お い て 発表 し た ．
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